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【五つのしおり】

○ 気持ちのよいあいさつをします。

○ はっきり伝え合う言葉づかいをします。

○ 身の回りをきれいします。

○ 時間を守ります。

○ 自分の役割を果たします。

昨年は、家庭・保護者の皆様のボランティア精神によ

る献身的な学校応援をいただき、子どもの学習意欲、向

上心を高めていただいております。

このことをはじめとして、家庭・保護者・理事会との

連携を図る中で、学校の勢いが増したように感じます。

新年もどうぞよろしくお願いします。

1月7日、冬休みを終えたミラノっ子たちが元気に登

校してくれました。三学期は、各学期の中でも授業日数

は51日と少ない上に慌ただしい時期になります。進学、

卒業、進級と試練や門出の時期にもなります。これまで

も｢本気｣と｢エンジン全開｣の｢にこにこ元気なミラノっ子｣たちです。しめくくりの三学期も立派に

乗り越えてくれると確信しております。始業式では、大きな夢や目標に近づくための小さな目標（自

分に合った目標）を立てて欲しいと話しました。各界で活躍している人が子どもの時に、夢や目標

に向かって日々努力したことがよく紹介されています。また「夢や目標へ向かうことの大切さ」が

語られています。目的意識を持った子どもは確かな成長をしているようです。その後の成長に重要

な役割を果たしていることも確かなようです。ミラノっ子たちも「今年こそは」と新しい年の夢を

描いたり目標をしっかり抱いております。各家庭で、お子様の夢や希望について語り合われてはい

かがでしょう。子どもの持っている｢すばらしい力｣に気づかせ、日々の努力へと繋げられるように！

『人間は動物として生きるための力の他に、一人一人にそれぞれ別の力が与えられている。絵の上手な

人、詩の上手な人、手先の器用な人、口の達者な人、全員がそれぞれ「すばらしい力」をもっている。

君達は、自分の中にすばらしい宝をもっている。そういう力を出すために、勉強したり、本を読んだり、

感動したりして自然と力が湧いてくる。力が出たとき初めて「あっ、自分にこんな力があったのか」と

思う。私は卒業するまで、作文は一番下の成績だった。一番下だったけれど、ものを読んだりなんかす

るのが好きで、本を読んだり、書いたりしているうちに、ものを書いて生きる人間になったんだ。

そう、君達はみんな「すばらしい力」をもっているんだから、これからは、そういう自分の持ってい

る力をどのように出すか、そういうことが大事だと思う。』 （動物作家・椋鳩十「人間はすばらしい」より）

事務室から

昨年末から改修工事等のた １月14日(水)から２泊３日で予

めに皆様には大変ご迷惑をお 定しておりますスキー体験学習の

掛けしました。中学部の全教 実施についてお知らせします。

室・廊下の天井張り替え工事、 ９日現在、スキー場付近の降雪

アルコバレーノの照明灯の取 が少なくゲレンデの積雪等の確認

り替え・暗幕カーテンのクリ が必要な状況です。10日(土)に

ーニングを終えました。新年 現地下見を行い、結果次第では延

も継続して教育環境の整備に 期も考えております。12日(月)

取り組んで参ります。 にはお知らせします。

中学部教室天井を張替！

中学部廊下天井の張替！
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